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の
夏
、ド
イ
ツ
の
医
療
や
介
護
の
現

場
を
訪
ね
た
。か
つ
て
は
日
独
の
差

に
驚
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、い
ま
や
同
じ
課

題
に
同
じ
よ
う
な
試
行
錯
誤
を
続
け
る
印
象

を
強
く
感
じ
た
。

ケ
ル
ン
の

在
宅
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム

　

高
さ
1
5
7
メ
ー
ト
ル
の
世
界
遺
産「
ケ

ル
ン
大
聖
堂
」か
ら
車
で
15
分
、バ
ス
通
り
に

面
し
た
オ
フ
ィ
ス
は
看
板
が
な
け
れ
ば
医
療

機
関
に
は
み
え
な
い
。

　

こ
の
専
門
的
在
宅
緩
和
ケ
ア「
ケ
ル
ン
」は
、

ラ
イ
ン
川
右
岸
を
担
当
し
、自
宅
な
ど
で
闘
病

中
の
が
ん
、間
質
性
肺
炎
な
ど
の
難
病
患
者
の

訪
問
診
療
と
往
診
に
当
た
る
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
、医
師
と
看
護
師
各
9
人
、コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
3
人
ら
。医
師
の
う
ち
5
人
は

自
分
の
診
療
所
と
兼
務
の
家
庭
医
、4
人
は
病

院
勤
務
と
の
兼
務
。看
護
師
も
常
勤
は
7
人
。

　

一
般
的
に
被
保
険
者
25
万
人
に
１
事
業
所

を
目
安
に
す
る
そ
う
だ
が
、こ
の
事
業
所
は
ケ

ル
ン
市
の
人
口
の
半
分
近
い
約
46
万
人
も
の

居
住
地
を
カ
バ
ー
し
、訪
問
先
は
約
60
人
。

　

家
庭
医
で
も
あ
る
ト
ー
マ
ス
・
ヨ
ー
ス
ト
医

師
は「
手
分
け
し
て
7
台
の
車
で
毎
日
回
る
。

私
は
週
１
回
24
時
間
勤
務
で
、夜
は
自
宅
で
待

機
す
る
。看
護
師
は
有
能
で
、大
抵
の
事
態
に

対
処
し
て
く
れ
る
。夜
間
出
動
は
月
平
均
一
回

程
度
」と
説
明
す
る
。

　

医
師
は
緩
和
ケ
ア
の
特
別
資
格
を
持
ち
、看

護
師
も
特
別
教
育
と
最
低
2
年
間
の
臨
床
経

験
が
あ
る
。

　

ヨ
ー
ス
ト
医
師
は「
緩
和
ケ
ア
も
専
門
医
の

担
当
と
い
う
意
識
は
根
強
い
が
、家
庭
医
が
担

う
べ
き
だ
。わ
れ
わ
れ
と
看
護
師
は
同
格
で
働

く
。ド
イ
ツ
で
は
従
来
は
な
か
っ
た
こ
と
だ
が
、

医
療
の
将
来
像
だ
」と
明
解
だ
っ
た
。

在
宅
で
の

看
取
り
推
進
の
仕
掛
け

　

ド
イ
ツ
の
緩
和
ケ
ア
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

は「
病
気
の
治
癒
で
は
な
く
、症
状
と
苦
痛
の

緩
和
が
最
重
要
で
、患
者
と
患
者
に
親
し
い

人
の
ニ
ー
ズ
・
要
望
が
ケ
ア
の
中
心
に
」と
あ

る
。そ
の
趣
旨
に
沿
っ
て
2
0
0
7
年
、専
門

的
在
宅
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム（
以
下
は
緩
和
ケ
ア

チ
ー
ム
と
略
）の
目
的
・
内
容
･
資
格
要
件
が

こ

ドイツ型と日本型の
共通点と相違点

在宅療養支援診療所
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ドイツ国内における
近年の死亡場所別割合

死亡場所             死亡総数に占める割合
病　　院 42～ 43％
自　　宅 25～ 30％
老人ホーム等 15～ 25％
ホスピス １～ 2％
そ の 他 3～ 6％

各種統計のまとめで数値（％）の幅は各統計の定義・
条件などの差による。
ラインラント･ハンブルグ地区疾病金庫提供の資料を
簡略化

定
め
ら
れ
た
。

　

日
本
の
健
康
保
険
組
合
に
似
た
疾
病
金
庫

に
申
請
・
認
可
さ
れ
る
と
、患
者
は
緩
和
ケ
ア

を
無
料
で
受
け
ら
れ
る
。緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
が

す
べ
て
担
う
場
合
と
疼
痛
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
だ

け
で
他
は
家
庭
医
が
受
け
持
つ
場
合
に
分
か

れ
る
。た
だ
し
、家
庭
医
を
含
む
開
業
医
は
疾

病
金
庫
と
結
ぶ
年
間
予
算
枠
に
縛
ら
れ
る
。こ

の
た
め
家
庭
医
は
次
第
に
患
者
を
託
す
傾
向

に
あ
る
。

　

緩
和
ケ
ア
の
資
格
を
持
つ
医
師
は
、ラ
イ
ン

川
右
岸
で
約
40
人
い
る
が
、手
に
負
え
な
い
場

合
は
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
の
出
番
に
な
る
。「
こ

の
地
域
で
は
死
亡
数
の
70
％
は
病
院
死
だ
っ

た
が
、最
近
は
45
％
程
度
ま
で
減
っ
た
。我
々

の
仕
事
は
、患
者
が
苦
し
み
な
く
最
後
ま
で
住

み
慣
れ
た
環
境
で
生
き
抜
く
た
め
」と
、ヨ
ー

ス
ト
医
師
は
自
信
を
深
め
て
い
た（
統
計
表
）。

　

も
ち
ろ
ん
、病
院
で
の
治
療
は
不
要
な
が
ら

在
宅
は
無
理
な
ケ
ー
ス
に「
入
所
型
ホ
ス
ピ
ス
」

も
あ
る
。看
護
師
の
常
駐
に
加
え
開
業
医
も
協

力
す
る
が
、困
難
例
は
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
を
頼

る
。在

宅
療
養
支
援
診
療
所

と
の
違
い

　

1
カ
所
の
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
と
関
連
の
入

所
型
ホ
ス
ピ
ス
や
老
人
専
門
病
院
な
ど
を
見

聞
き
し
た
に
過
ぎ
な
い
。そ
れ
で
も
、こ
の
チ
ー

ム
は
、日
本
の「
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
」と
比

べ
る
と
、長
所
や
短
所
が
分
か
る
。

　

日
本
型
も
日
頃
の
訪
問
診
療
に
加
え
24
時

間
対
応
の
往
診
を
義
務
付
け
ら
れ
、在
宅
で
の

看
取
り
を
担
う
点
で
は
共
通
だ
。た
だ
し
、通

常
は
主
に
外
来
対
応
で
、緩
和
ケ
ア
も
認
知
症

ケ
ア
も
す
べ
て
担
当
す
る
。

　

ド
イ
ツ
型
は
、最
難
問
の
終
末
期
に
特
化
し

た
チ
ー
ム
を
編
成
し
、往
診
・
看
取
り
に
あ
た

■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県
立
大
学
、目
白
大
学
の
教
授
を
経

て
、目
白
大
学
生
涯
福
祉
研
究
科
・
客
員
教
授
。厚
生
労
働
省「
社
会
保
険

審
議
会
」委
員
、財
務
省「
財
政
制
度
等
審
議
会
」委
員
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ「
福
祉

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
」会
長
も
務
め
る
。

る
。患
者
デ
ー
タ
は
暗
号
化
さ
れ
、情
報
セ
ン

タ
ー
に
集
め
ら
れ
、パ
ソ
コ
ン
で
引
き
出
せ
る
。

確
か
に
専
門
的
か
つ
効
率
的
で
あ
る
。

　

こ
の
仕
組
み
は
法
制
度
化
の
う
え
診
療
報

酬
面
で
予
算
枠
な
し
の
優
遇
策
を
加
え
た
。日

本
型
は
医
療
法
等
の
定
め
は
な
く
、診
療
報
酬

上
の
制
度
と
し
て
お
金
で
誘
導
す
る
。即
効
性

は
あ
る
も
の
の
、報
酬
改
定
の
た
び
に
利
害
は

錯
綜
す
る
。そ
の
典
型
が
今
春
の
同
一
日
･

同
一
建
物（
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
等
）に
対
す
る
訪
問
診
療
の
大
幅
減
額
で

あ
っ
た
。

　

こ
の
反
省
も
含
め
将
来
は
病
院
に
頼
ら
な

い
ド
イ
ツ
型
の
往
診
専
門
の
緩
和
ケ
ア
チ
ー

ム
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

同
時
に
ド
イ
ツ
で
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
か

ら
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
ま
で
、キ
リ
ス
ト
教
信
者

を
中
心
に
無
償
、有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
現

場
を
支
え
て
い
た
。医
療
・
介
護
へ
の
市
民
参

画
を
い
か
に
創
り
出
す
か
、信
仰
心
に
頼
り
に

く
い
日
本
に
と
っ
て
重
い
課
題
だ
。


